
第７回豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会次第 
    

日時 令和元年９月１５日（日）１３：００～ 
場所 ルポール讃岐 ２Ｆ 大ホール    

Ⅰ 開会 

   

Ⅱ 副委員長の選任 

Ⅲ 審議・報告事項 

  

１  豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の進捗状況 

(1) 令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定（報告） 

(2) 令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の進捗状況（報告） 

(3) 豊島処分地における残存廃棄物の処理の状況（報告） 

(4) スラグステーションにおけるスラグの保管状況（報告） 

(5) 豊島処分地の地下水浄化対策等の状況（報告） 

(6) 豊島事業関連施設の撤去等の状況（報告） 
 

２  第７回及び第８回豊島処分地地下水・雨水等対策検討会の審議概要（報告） 

 

３  第５回豊島事業関連施設の撤去等検討会の審議概要（報告） 

 

４  溶融スラグコンクリート構造物の第２次モニタリング計画（案）（審議） 

 

５  その他 

(1) 各種マニュアルの見直し（審議） 

(2) 高度排水処理施設等の定期点検整備の状況（報告） 

(3) 環境計測及び周辺環境モニタリング結果（報告） 
  

Ⅳ その他 

 

１ 豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会委員長としての要請と提言 

（永田委員長提案、意見聴取） 

Ⅴ 閉会 
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豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会設置要綱  

 

  （設置） 

第 1 条  豊島廃棄物等処理施設撤去等事業（以下「事業」という。）の実施にあたり、

廃棄物等の豊島からの搬出終了後の地下水及び雨水の管理及び対策、中間

処理施設及び豊島内施設の管理並びに施設撤去に係る計画の策定及び実施、

さらに各種の試験、計測、モニタリング等において、指導、助言、評価等を得るた

め、豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

  （所掌事務） 

第 2 条  委員会は、地下水及び雨水の管理及び対策、中間処理施設及び豊島内

施設の管理並びに施設撤去に係る計画の策定及び実施、さらに各種の試験、

計測、モニタリング等に係わる下記の事項について指導、助言、評価等を行うとと

もに、必要に応じて豊島廃棄物等管理委員会での決定事項の見直しを行い、そ

の結果を知事に報告する。 

（１）事業の全体計画及び年度計画の策定及び改訂  

（２）事業の進捗状況の確認  

（３）豊島処分地の地下水及び雨水の管理と対策等  

（４）中間処理施設及び豊島内施設の管理並びに施設撤去に係る計画の策定

及び実施等（海上並びに陸上輸送の管理を含む） 

（５）豊島処分地の管理  

（６）溶融スラグの品質管理及び溶融スラグを使用したコンクリート構造物の経年

変化の確認  

（７）事業に係る各種の試験、環境計測及び周辺環境モニタリングの実施と結果

の評価  

（８）事業の進捗に伴って実施する各種工事の施工計画の策定、管理及び完了

確認  

（９）各種ガイドライン及びマニュアル等の作成及び改訂  

（１０）異常時等の対応  

（１１）その他必要な事項  

  （組織） 

第 3 条  委員会は、委員１０人以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験を有する者のうちから、知事が委嘱する。  

３ 委員の任期は、委嘱の日から平成３２年３月３１日までとする。 

第４条  委員会は、第２条各号に掲げる事項のうち必要と認めるものについて指導、

助言及び評価等を行わせるために、委員会の内部に検討会を設置できる。  

２ 検討会は、委員又は技術アドバイザーで組織する。  
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３ 検討会が、その分掌事務に属する事項について審議を要請したときは、委員会

は、当該事項に関する審議を行い、検討会からの要請に応えなければならない。  

  （委員長及び副委員長） 

第５条  委員会に委員長及び副委員長１人を置く。  

２ 委員長及び副委員長は、それぞれ委員が互選する。  

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。  

  （会議） 

第６条   委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。  

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。  

３ 委員会は、毎年 2 回以上開催するものとする。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、第１０条に規定する委員以外の技術アドバ

イザーに対し、委員会へ出席し、審議、検討に参加するよう求めることができる。  

  （会議の傍聴） 

第７条  調停条項７項の規定に基づき設置する豊島廃棄物処理協議会の会長及

び会長代理、環境のまち・直島推進委員会の委員長及び副委員長並びに土庄

町豊島及び直島町のそれぞれの代表者は、委員会の会議を傍聴するとともに、

意見を述べることができる。 

  （会議の公開） 

第８条  委員会の会議は、原則として公開する。 

第９条  委員会の会議において審議のうえ了承された事項については、公開する。  

  （技術アドバイザー） 

第１０条   特定の専門分野や急を要する事態への対処等に当たって指導、助言等

を得るため、必要と認められる場合に技術アドバイザーを置く。 

２ 技術アドバイザーは、委員以外で学識経験を有する者のうちから、知事が委員

長と協議して委嘱する。 

  （通知） 

第１１条  技術アドバイザーへの報告、相談及び技術アドバイザーからの指導、助言

等については、速やかにその内容を委員会、土庄町豊島の代表者及び直島町

に通知する。 

  （守秘義務） 

第１２条  委員及び技術アドバイザーは、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

その職を退いた後も、同様とする。  
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  （委員の報酬等） 

第１３条  委員及び技術アドバイザーの報酬及び費用弁償は、附属機関を構成す

る委員その他の構成員の報酬等に関する条例（昭和３２年香川県条例第４３号）

別表第１号に規定する香川県産業廃棄物審議会委員の報酬及び費用弁償に

準じて、支給する。ただし、特別の事情があるときは、別段の取扱いをすることがで

きる。 

  （庶務） 

第１４条  委員会の庶務は、環境森林部廃棄物対策課において処理する。  

  （雑則） 

第１５条  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が委員会に諮って定める。 

 

   附  則  

  

 この要綱は、平成２９年７月９日から施行する。 

 

 



委　員
技　　術

アドバイザー

永 田  勝 也
早稲田大学
名誉教授 ○

河 原　長 美
岡山大学
名誉教授 ○

鈴 木  三 郎
神戸大学
名誉教授 ○

高 月　　 紘
京エコロジーセンター
館長 ○

中 杉  修 身
国立研究開発法人国立環境研究所
環境リスク・健康研究センター　客員研究員 ○

松島　　　学
香川大学
名誉教授 ○

門 谷　　 茂
北海道大学
名誉教授 ○

岡 市  友 利
香川大学
名誉教授 ○

嘉 門　雅 史
一般社団法人環境地盤工学研究所
理事長 ○

河 原  能 久
広島大学　理事・副学長（社会産学連携担当）
大学院工学研究科　教授 ○

武 田　信 生
京都大学
名誉教授 ○

須 那　 　滋
香川県立保健医療大学
特任教授 ○

田 中　　 勝
岡山大学
名誉教授 ○

冨 田　栄 二
岡山大学
大学院自然科学研究科　教授 ○

長谷川　修一
香川大学　創造工学部長
創造工学部　レジリエンス・デザイン領域　教授 ○

平 田　健 正
放送大学和歌山学習センター
所長 ○

宮 本　慎 宏
香川大学
創造工学部　環境デザイン工学領域　准教授 ○

山 中   　稔
香川大学
創造工学部　環境デザイン工学領域　教授 ○

横 瀬　廣 司
香川大学
名誉教授 ○

豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会委員及び技術アドバイザー 名簿

（任期：令和２年３月３１日まで）

氏　　名 所　属　及　び　職　名
フォローアップ委員会



 

豊島処分地地下水・雨水等対策検討会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 豊島処分地の地下水及び雨水の管理及び対策、水処理の実施等について検討するため、「豊

島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会」（以下「フォローアップ委員会」という。）の内部組

織として、「豊島処分地地下水・雨水等対策検討会」（以下「検討会」という。）を設置する。 

（任務） 

第２条 検討会は、フォローアップ委員会の所掌事務のうち、次の各号に掲げる事項について、指

導、助言及び評価等を行うとともに、フォローアップ委員会の諮問に応じて審議を行い、その結

果をフォローアップ委員会に答申する。 

(1)豊島処分地の地下水及び雨水の管理と対策等 

(2)上記(1)に係る各種の試験、環境計測及び周辺環境モニタリングの実施と結果の評価 

(3)上記(1)に係る各種工事の施工計画の策定、管理及び完了確認 

(4)上記(1)に係る各種ガイドライン及びマニュアル等の作成及び改訂 

(5)上記(1)に係る異常時等の対応 

(6)その他必要な事項 

（組織） 

第３条 検討会は、別表に掲げる者をもって構成する。 

２ 検討会に座長及び副座長１人を置く。 

３ 座長及び副座長は、別表に掲げる者の互選により定める。 

４ 座長は、会務を総理する。 

５ 座長は、現場関係者の出席を求めるほか、必要に応じ、別表に掲げる者以外の者を検討会に参

加させることができる。 

６ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第４条 検討会の会議は、必要に応じて随時開催するものとする。 

２ 検討会の会議は、座長が招集し、座長がその議長となる。 

３ 座長は、必要があると認めるときは、フォローアップ委員会の委員長に対し、フォローアップ

委員会で第２条各号に掲げる事項を審議するよう要請することができる。 

（傍聴） 

第５条 豊島廃棄物処理協議会の会長及び会長代理、環境のまち・直島推進委員会の委員長及び副

委員長並びに土庄町豊島及び直島町のそれぞれの代表者は、検討会の会議を傍聴するとともに、

意見を述べることができる。 

（会議の公開） 

第６条 検討会の会議は、原則として公開する。 

第７条 検討会の会議において審議のうえ了承された事項については、公開する。 

（報酬等） 

第 8条 別表に掲げる者の報酬及び費用弁償は、附属機関を構成する委員その他の構成員の報酬等

に関する条例（昭和３２年香川県条例第４３号）別表第１に規定する香川県産業廃棄物審議会委

員の報酬及び費用弁償に準じて支給する。ただし、特別な事情があるときは、別段の取扱いをす

ることができる。 

（庶務） 

第 9条 検討会の庶務は、環境森林部廃棄物対策課において処理する。 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が検討会並びに

フォローアップ委員会に諮って定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成 29年７月 ９日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 31年３月 25日から施行する。 



 

 

（別表） 

 

豊島処分地地下水・雨水等対策検討会委員名簿 

 

 

氏  名 所 属 及 び 職 名 

河 原 長 美 岡山大学 名誉教授 

中 杉  修 身 
国立研究開発法人国立環境研究所 

環境リスク・健康研究センター 客員研究員 

嘉 門 雅 史 一般社団法人環境地盤工学研究所 理事長 

河 原  能 久 
広島大学 理事・副学長（社会産学連携担当） 

大学院工学研究科 教授 

平 田  健 正 放送大学和歌山学習センター 所長 

 

 



「豊島事業関連施設の撤去等検討会」設置要綱 

（目的） 

第１条 中間処理施設及び豊島内施設の管理並びに施設撤去に係る計画の策定及び実施に関する

検討のため豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会（以下「フォローアップ委員会」という。）

の内部組織として、「豊島事業関連施設の撤去等検討会」（以下「検討会」という。）を設置する。 

（任務） 

第２条 検討会は、フォローアップ委員会の所掌事務のうち、次の各号に掲げる事項について、指

導、助言及び評価等を行うとともに、フォローアップ委員会の諮問に応じて審議を行い、その結

果をフォローアップ委員会に答申する。 

(1)中間処理施設及び豊島内施設並びに豊島処分地の管理 

(2)同上施設の施設撤去に係る計画の策定及び実施等（海上並びに陸上輸送の管理を含む） 

(3)上記(1)及び(2)に係る各種の試験、環境計測及び周辺環境モニタリングの実施と結果の評価 

(4)上記(1)及び(2)に係る各種工事の施工計画の策定、管理及び完了確認 

(5)上記(1)及び(2)に係る各種ガイドライン及びマニュアル等の作成及び改訂 

(6)上記(1)及び(2)に係る異常時等の対応 

(7)その他必要な事項 

（組織） 

第３条 検討会は、別表に掲げる者をもって構成する。 

２ 検討会に座長及び副座長１人を置く。 

３ 座長及び副座長は、別表に掲げる者の互選により定める。 

４ 座長は、会務を総理する。 

５ 座長は、現場関係者の出席を求めるほか、必要に応じ、別表に掲げる者以外の者を検討会に参

加させることができる。 

６ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第４条 検討会の会議は、必要に応じて随時開催するものとする。 

２ 検討会の会議は、座長が招集し、座長がその議長となる。 

３ 座長は、必要があると認めるときは、フォローアップ委員会の委員長に対し、フォローアップ

委員会で第２条各号に掲げる事項を審議するよう要請することができる。 

（傍聴） 

第５条 豊島廃棄物処理協議会の会長及び会長代理、環境のまち・直島推進委員会の委員長及び副

委員長並びに土庄町豊島及び直島町のそれぞれの代表者は、検討会の会議を傍聴するとともに、

意見を述べることができる。 

（会議の公開） 

第６条 検討会の会議は、原則として公開する。 

第７条 検討会の会議において審議のうえ了承された事項については、公開する。 

（報酬等） 

第８条 別表に掲げる者の報酬及び費用弁償は、附属機関を構成する委員その他の構成員の報酬等

に関する条例（昭和３２年香川県条例第４３号）別表第１に規定する香川県産業廃棄物審議会委

員の報酬及び費用弁償に準じて支給する。ただし、特別な事情があるときは、別段の取扱いをす

ることができる。 

（庶務） 

第９条 検討会の庶務は、環境森林部廃棄物対策課において処理する。 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が検討会並びに

フォローアップ委員会に諮って定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成 29年７月 ９日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 31年３月 25日から施行する。 

 

別紙２ 

別紙２ 



 

（別表） 

 
豊島事業関連施設の撤去検討会委員名簿 

 

氏  名 所 属 及 び 職 名 

永田勝也 早稲田大学名誉教授 

鈴木三郎 神戸大学名誉教授 

高月 紘 京エコロジーセンター館長 

松島 学 
香川大学 

名誉教授 

須那 滋 
香川県立保健医療大学 

特任教授  
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令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定 

 

１．概要 

第６回豊島廃棄物等処理事業フォローアップ委員会（H31.3.25 開催）において審議・承

認いただいた、平成 30年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定を現時点の予定に改

訂し、以下に示す。 

 

２．令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の予定 

（１）副成物の有効利用 

高松スラグステーション等に溶融スラグを保管しており、引き続き、土木用材料とし

て公共工事等で有効活用していく。 

 

（２）豊島処分地の残存廃棄物の対応 

豊島処分地における残存廃棄物について、「確認された新たな廃棄物の処理の方針」（資

料５・Ⅱ／１）及び「今後の残存廃棄物の処理の方針」（資料６・Ⅱ／３－３）に従い、

処理を進めていく。 

 

（３）豊島処分地の地下水浄化対策 

浅い層の地下水については、つぼ掘り拡張等や井戸側による揚水浄化の対策を進めて

いく。 

深い層の地下水については、引き続き、集水井等による揚水浄化を実施しながら、地

下水の浄化効果について確認していくとともに、高濃度汚染地点（区画②⑨㉚）を優先

して化学処理による先行浄化を実施することとしており、地下水汚染領域及び汚染の状

況等を踏まえ、今後の処分地の浄化対策について検討を進める。 

 

（４）直島専用桟橋の撤去 

直島専用桟橋については、「豊島廃棄物等処理施設撤去等事業 直島専用桟橋撤去工事 

実施計画書」の内容に従い、解体撤去工事を実施する。 

 

資料７・Ⅱ／１－１ 

令和元年９月１５日 
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３．令和元年度の予定（令和元年９月 15日時点） 

 

実施予定の工程

検討中の工程

施設等の撤去

直島専用桟橋

スラグステーション

●
仮
●

深い層

豊島事業関連施設の撤去等検討会の開催

仮
●

仮
●

地下水
浄化対策

Ａ３・Ｂ５・Ｆ１地点

Ｄ測線西側

つぼ掘り拡張区画
（FG34付近、北海岸付近）

井戸側設置区画

● ●

副成物の有効利用

残存廃棄物の対応

環境計測・周辺環境モニタリング

高度排水処理施設の運転・管理

地下水・雨水等対策検討会の開催

3月

フォローアップ委員会の開催 ●
仮
●

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

既設井戸による揚水浄化

撤去の検討

定期的な周辺環境モニタリング

定期整備定期整備定期整備

溶融スラグの販売 （高松ＳＳ、オリーブＳＳ）

高度排水処理施設の運転・管理

既設井戸及び集水井による揚水浄化

つぼ掘りの拡張による浄化

井戸側による揚水浄化
（深い層の対策に移行する）

追加対策（化学処理による原位置浄化等）の検討・実施

廃棄物の処理

追加対策（化学処理による原位置浄化等）の検討・実施

化学処理による先行浄化

化学処理による先行浄化 追加対策（化学処理による原位置浄化等）の検討・実施

撤去工事

定期整備



 

 

 

 

 

令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の進捗状況 

 

１．概要 

令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の進捗状況について、現在の状況と今後

の進め方を取りまとめた。 

 

２．令和元年度の豊島廃棄物等処理施設撤去等事業の進捗状況 

（１）副成物の有効利用 

高松スラグステーション等に溶融スラグを保管しており、引き続き、土木用材料とし

て公共工事等で有効活用していく。なお、溶融スラグの在庫量は 9,352ｔ（令和元年８月

末時点）であり、早ければ令和元年度に販売終了となる予定である。 

 

（２）豊島処分地における残存廃棄物の対応 

豊島処分地における残存廃棄物について、「確認された新たな廃棄物の処理の方針」（資

料５・Ⅱ／１）及び「今後の残存廃棄物の処理の方針」（資料６・Ⅱ／３－３）に従い処

理を進め、令和元年７月 11 日に豊島処分地からの搬出を完了し、７月 25 日に処理を完

了した。 

 

（３）豊島処分地の地下水浄化対策 

浅い層の地下水については、つぼ掘り拡張等や井戸側による揚水浄化対策を完了した。 

深い層の地下水については、集水井等による揚水浄化や化学処理による先行浄化の効

果を踏まえ、「今後の処分地の地下水浄化対策の進め方（その２）」（第８回豊島処分地地

下水・雨水等対策検討会（R1.8.3 開催）資料Ⅱ／５）に従い、地下水浄化対策を進める

こととしており、地点別に示した対策の内容に従い、化学処理による浄化対策や、ウェ

ルポイント等又は揚水井による揚水浄化対策を進めていく。 

 

（４）直島専用桟橋の撤去 

直島専用桟橋については、「豊島廃棄物等処理施設撤去等事業 直島専用桟橋撤去工事 

実施計画書」の内容に従い、平成 31年４月１日から解体撤去工事を開始し、令和元年８

月９日に全ての撤去が完了した。 

 

資料７・Ⅱ／１－２ 

令和元年９月１５日 



 

 

 

豊島処分地における残存廃棄物の処理の状況 

 

１．概要 
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２．豊島処分地における残存廃棄物の処理の状況 
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表１ 豊島処分地における残存廃棄物の処理の状況 
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